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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 教養ゼミ 2 必修 ○

2 2 選択必修 ○ ○

6 決定された1パッケージから3科目 2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーションⅢA 1
コミュニケーションⅢB 1
コミュニケーションⅢC 1

ベーシック外国語Ⅰから2科目 1 ○

ベーシック外国語Ⅱから2科目 1 ○

2 (注4) 2 選択必修 ○

心理学A(注5) 2 ○

心理学B(注5) 2 ○

(16) すべての領域から(注6) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

46計

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ａ・Ｂ」の履
修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，
語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技
能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

健康スポーツ科目

基盤科目

共
通
科
目

外
国
語
科
目

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

4

2 必修

情報科目

領域科目
4 必修

上記3科目から2科目

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペイ
ン語，ロシア語，中国語，韓国
語，アラビア語のうちから1言語

選択）

4 選択必修

英
語
 

(

注
２

)

コミュニケーショ
ン基礎

パッケージ別科目

上記4科目から2科目以上

コミュニケー
ションⅢ

2
選択必修 ○ ○

履修区分

履修セメスター(注1)

選択必修

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

1年次 2年次 3年次 4年次

教養ゼミ

平和科目

時間割編成の都合上，1セメスターは「心理学A」が，2セメスターは「心理学B」が指定されている。

・「心と行動の科学」の履修を要望する。

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第五類　心理学系コース（心理学プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」2単位を修得する必要がある。

・修得した基盤科目の単位を算入することができる。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

注4： 1セメスター開設の「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合
は，2セメスター開設の「情報活用演習」を履修することができる。

注5：

注6：



学 部 履 修 基 準 

 

第 五 類（人間形成基礎系） 

○ 心 理 学 系 コ ー ス（心理学プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 開 設 学 部 

教 

養 

教 

育 

教
養
コ
ア
科
目 

教 養 ゼ ミ  ２ 

４６ 総 合 科 学 部 ほ か  

平 和 科 目  ２ 

パ ッ ケ ー ジ 別 科 目  ６ 

共
通
科
目 

外国語科目 
英   語  ８ 

初修外国語  ４ 

情 報 科 目  ２ 

領 域 科 目 （２０） 

健 康 ス ポ ー ツ 科 目  ２ 

基 盤 科 目  （０） 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 １８ 

８２ 教 育 学 部 ほ か 

専 門 科 目 ２５ 

専 門 選 択 科 目 ２５ 

卒 業 論 文  ６ 

自 由 選 択 科 目  ８ 

合       計 １２８  

 

 

 



専 門 教 育 科 目 履 修 基 準 

第 五 類 心 理 学 系 コ ー ス（心理学プログラム） 

瀀



第五類 心理学系コース（心理学プログラム）                                

  開設単位数欄の○印数字は必修 

     履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免 許 法 該 当 科 目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

研 
 

究 
 

法 

心理学基礎実習Ⅰ ② ○        「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

心理学基礎実習Ⅱ ②  ○       〃  

心理統計法Ⅰ ②   ○      〃  

心理統計法Ⅱ ②    ○     〃  

心理実験法 ２   ○      〃  

心理社会調査法 ２    ○     「社会学，経済学（国際経済を含む。）」  

心理検査法 ２    ○     「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

心理学研究法 ２     ○    〃  

外 

書 

講 

読 

心理学外書講読演習Ⅰ ２   ○        〃  

心理学外書講読演習Ⅱ ２   ○        〃  

心理学外書講読演習Ⅲ ２    ○     〃  

心理学外書講読演習Ⅳ ２    ○     〃  

専 
 

門 
 

科 
 

目 

領 

域 

概 

論 

認知心理学 ２    ○       〃  

学習心理学 ２   ○      幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程   

社会心理学 ２   ○      「社会学，経済学（国際経済を含む。）」  

教育心理学 ２    ○     幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程   

発達心理学 ２    ○       〃  

臨床心理学 ２   ○      「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

領 

域 

特 

論 

知覚心理学 ２      ○     〃  

対人心理学 ２      ○     〃  

児童・青年期発達論 ２     ○    幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程   

乳幼児心理学 ２     ○      〃  

心理療法論 ２     ○    「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

生徒・進路指導論 ２    ○     生徒指導の理論及び方法，進路指導の理論及び方法   

教育相談 ２      ○   教育相談  

精神医学 ２      ○     

 

 

 

 

 



 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免 許 法 該 当 科 目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

研 
 

究 
 

法 
 

演 
 

習 

心理学課題演習 ②     ○    「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

認知心理学課題研究Ⅰ １      ○     〃  

学習心理学課題研究Ⅰ １      ○     〃  

社会心理学課題研究Ⅰ １      ○   〃  

教育心理学課題研究Ⅰ １      ○   〃  

発達心理学課題研究Ⅰ １      ○   〃  

臨床心理学課題研究Ⅰ １      ○   〃  

認知心理学課題研究Ⅱ １       ○  〃  

学習心理学課題研究Ⅱ １       ○  〃  

社会心理学課題研究Ⅱ １       ○  〃  

教育心理学課題研究Ⅱ １       ○  〃  

発達心理学課題研究Ⅱ １       ○  〃  

臨床心理学課題研究Ⅱ １       ○  〃  

専 門 

選択科目 

本コース，本学部他コース，

特別科目及び他学部等が開

設する専門教育科目（副専

攻プログラム及び特定プロ

グラムを含む。） 

           

卒 業 研 究 卒業論文 ⑥           

自 由 選 択 

科 目 

教養教育の領域科目，基盤

科目及び専門教育科目 
           

 



心理学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
心の仕組みや働きに関する標準的知識を
身につける

認知心理学，学習心理学，社会心理学，教育心理
学，発達心理学，臨床心理学の各領域に関する標
準的知識とそれらが得られた方法を理解しており，
それらを応用して問題解決的思考ができる。

認知心理学，学習心理学，社会心理学，教育心理
学，発達心理学，臨床心理学の各領域に関する標
準的知識とそれらが得られた方法を理解している。

認知心理学，学習心理学，社会心理学，教育心理
学，発達心理学，臨床心理学の各領域の標準的
知識が身についている。

(1)
文献や資料を理解し，批判的に評価する
基本的能力・技能を身につける

文献や資料の内容を正確に理解し，問題点とその
解決方法を指摘することができる。

文献や資料の内容を正確に理解し，問題点を指摘
することができる。

文献や資料の内容を正確に理解することができ
る。

(1)
心の仕組みや働きに関する研究課題を発
見し，適切な研究計画を立案する能力・技
能を身につける

独力で，適切な研究計画を立案することができる。
指導教員等による多少の援助があれば，適切な研
究計画を立案することができる。

指導教員等の援助によって，適切な研究計画を立
案することができる。

(2)
研究課題について適切な資料･データを収
集し，分析・要約する能力･技能を身につけ
る

実験法，調査法，検査法といった心理学的研究法
にもとづいて研究を独力で適切に実施し，収集し
た資料に記述統計，推測統計の基本的手法を独
力で正しく適用することができる。

指導教員等による多少の援助があれば，実験法，
調査法，検査法といった心理学的研究法にもとづ
いて研究を実施し，収集した資料に記述統計，推
測統計の基本的手法を正しく適用することができ
る。

指導教員等の援助によって，実験法，調査法，検
査法といった心理学的研究法にもとづいて研究を
実施し，収集した資料に記述統計，推測統計の基
本的手法を正しく適用することができる。

(3)
研究の過程と成果を表現したり評価したり
する能力・技能を身につける

自分が実施した研究の過程と成果を，口頭および
論文で的確に，かつ魅力的に公表でき，自分や他
者の発表を批判的に評価し，改善方法を指摘する
ことができる。

自分が実施した研究の過程と成果を，口頭および
論文で的確に公表し，自分や他者の発表を批判
的に評価することができる

自分が実施した研究の過程と成果を，口頭および
論文で公表し，自分や他者の発表を評価すること
ができる。

(4)
現代社会における心に関わる問題に真摯
に取り組む態度を身につける

心に関連したさまざまな問題の解決が求められて
いる現代社会において，それらの問題に真摯に取
り組む意欲・態度が形成されており，どのような行
動をとるべきかを理解している。

心に関連したさまざまな問題の解決が求められて
いる現代社会において，それらの問題に真摯に取
り組む意欲・態度が形成されており，どのような行
動をとるべきかを考えている。

心に関連したさまざまな問題の解決が求められて
いる現代社会において，それらの問題に真摯に取
り組む意欲・態度が形成されている。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

(2)
研究を実施するために必要な基本的能力･
技能を身につける

心理学的研究法としての統計法，実験法，調査
法，検査法を体験的に学習し，身につけた基本的
技能を新しい課題に適用することができる。

(2)
心の仕組みや働きに関する発展的知識を
身につける

認知心理学，学習心理学，社会心理学，教育心理
学，発達心理学，臨床心理学の各領域に関する発
展的知識とそれらが得られた方法を理解しており，
それらを応用して問題解決的思考ができる。

認知心理学，学習心理学，社会心理学，教育心理
学，発達心理学，臨床心理学の各領域に関する発
展的知識とそれらが得られた方法を理解している

認知心理学，学習心理学，社会心理学，教育心理
学，発達心理学，臨床心理学の各領域の発展的
知識が身についている。

心理学的研究法としての統計法，実験法，調査
法，検査法における基本的技能を体験的に学習し
ている。

心理学的研究法としての統計法，実験法，調査
法，検査法を体験的に学習し，基本的技能を身に
つけている。

心理学の専門教育に進む準備として，人や社会を多様な視点から見ることができる基盤的な知識と外国語や情報活用能力等の知的スキルの獲得をめざす。 
１) 領域科目，パッケージ科目など 
人間の心を理解するための前提として自然科学，人文科学，社会科学などの知識を獲得する。また，心理学の概論的知識を得るために，領域科目のうち，「心理学A」「心理

学B」は必修科目であり，「心と行動の科学」を履修することが望ましい。 
２) 外国語科目，情報科目など 



評価項目と授業科目との関係

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養ゼミ 2 必修 1 50 1 50 1 100

パッケージ別科目 2 必修選択 1 100 1 100

パッケージ別科目 2 必修選択 2 100 1 100

英語 2 必修選択 1 100 1 100

英語 2 必修選択 2 100 1 100

英語 2 必修選択 3 100 1 100

初修外国語 2 必修選択 1 100 1 100

初修外国語 2 必修選択 2 100 1 100

情報科目 2 1 100 1 100

領域科目 2 必修選択 1 50 1 50 1 100

領域科目 2 必修選択 2 50 1 50 1 100

心理学A 2 必修 1 100 1 100

心理学B 2 必修 2 100 1 100

心と行動の科学 2 選択 2 100 1 100

心理学基礎実習Ⅰ 2 必修 1 100 1 100

心理学基礎実習Ⅱ 2 必修 2 100 1 100

心理統計法Ⅰ 2 必修 3 100 1 100

心理統計法Ⅱ 2 必修 4 100 1 100

心理実験法 2 必修選択 3 100 1 100

心理社会調査法 2 必修選択 4 100 1 100

心理検査法 2 必修選択 4 100 1 100

心理学研究法 2 必修選択 5 100 1 100

心理学外書講読演習Ⅰ 2 必修選択 3 100 1 100

心理学外書講読演習Ⅱ 2 必修選択 3 100 1 100

心理学外書講読演習Ⅲ 2 必修選択 4 100 1 100

心理学外書講読演習Ⅳ 2 必修選択 4 100 1 100

認知心理学 2 必修選択 4 100 1 100

学習心理学 2 必修選択 3 100 1 100

社会心理学 2 必修選択 3 100 1 100

教育心理学 2 必修選択 4 100 1 100

発達心理学 2 必修選択 4 100 1 100

臨床心理学 2 必修選択 3 100 1 100

知覚心理学 2 必修選択 6 100 1 100

対人心理学 2 必修選択 6 100 1 100

児童・青年期発達論 2 必修選択 5 100 1 100

乳幼児心理学 2 必修選択 5 100 1 100

心理療法論 2 必修選択 5 100 1 100

生徒・進路指導論 2 必修選択 4 100 1 100

教育相談 2 必修選択 6 100 1 100

精神医学 2 必修選択 6 100 1 100

心理学課題演習 2 必修 5 30 1 35 1 35 1 100

認知心理学課題研究Ⅰ 1 必修選択 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

学習心理学課題研究Ⅰ 1 必修選択 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

社会心理学課題研究Ⅰ 1 必修選択 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

教育心理学課題研究Ⅰ 1 必修選択 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

発達心理学課題研究Ⅰ 1 必修選択 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

臨床心理学課題研究Ⅰ 1 必修選択 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

認知心理学課題研究Ⅱ 1 必修選択 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

学習心理学課題研究Ⅱ 1 必修選択 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

社会心理学課題研究Ⅱ 1 必修選択 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

教育心理学課題研究Ⅱ 1 必修選択 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

発達心理学課題研究Ⅱ 1 必修選択 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

臨床心理学課題研究Ⅱ 1 必修選択 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

卒業研究 卒業論文 6 必修 25 1 25 1 25 1 25 1 100

専門科目

教養教育科
目

(1) (2)必修・
選択
区分

(2)
能力・技能

科目区分

別紙３

総合的な力 科目中
の評価
項目の
総加重
値

(1)(1) (3)

評　価　項　目

(4)
知識・理解

開設期授業科目名 単位数
(2)

専門基礎科
目
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心理学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

パッケージ別科目（○） パッケージ別科目（○） 学習心理学（○） 認知心理学（○）

心理学A（◎） 心理学B（◎） 社会心理学（○） 教育心理学（○）

領域科目（○） 領域科目（○） 臨床心理学（○） 発達心理学（○）

平和科目（○）

健康スポーツ科目（○）

領域科目（○） 領域科目（○） 生徒・進路指導論（○）児童・青年期発達論（○） 知覚心理学（○）

心と行動の科学（△） 心理療法論（○） 対人心理学（○）

乳幼児心理学（○） 教育相談（○）

精神医学（○）

英語（○） 英語（○） 英語（○） 心理学外書購読演習Ⅲ（○）

初修外国語（○） 初修外国語（○） 心理学外書購読演習Ⅰ（○） 心理学外書購読演習Ⅳ（○）

教養ゼミ（◎） 心理学外書購読演習Ⅱ（○）

心理学基礎実習Ⅰ（◎） 心理学基礎実習Ⅱ（◎） 心理統計法Ⅰ（◎） 心理統計法Ⅱ（◎） 心理学研究法（○）

教養ゼミ（◎） 心理実験法（○） 心理社会調査法（○）

情報科目（○） 心理検査法（○）

心理学課題演習（◎） 課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

心理学課題演習（◎） 課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

心理学課題演習（◎） 課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

総
合
的
な
力

心の仕組みや働きに関する研
究課題を発見し，適切な研究
計画を立案する能力・技能を身
につける

研究課題について，適切な資
料・データを収集し，分析・要約
する能力･技能を身につける

現代社会における心に関わる
問題に真摯に取り組む態度を
身につける

 研究の過程と成果を表現した
り評価したりする能力・技能を
身につける

知
識
・
理
解

心の仕組みや働きに関する標
準的知識を身につける

心の仕組みや働きに関する発
展的・応用的知識を身につける

能
力
・
技
能

３年 ４年

評価項目

文献や資料を理解し，批判的
に評価する能力・技能を身につ
ける

 研究を実施するために必要な
能力・技能を身につける

学習の成果 １年 ２年
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心 理 学 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

石田 弓 教授 6776 A703 ishiyumi@ 

岡本 祐子 教授 6775 A704 yokamoto@ 

杉村 和美 教授 6882 A812 ksugimura@ 

杉村 伸一郎 教授 6886 B712 shinsugi@ 

中條 和光 教授 6777 A813 kchujo@ 

服巻 豊 教授 6769 A809 haramaki@ 

宮谷 真人 教授 6761 A814 miyatan@ 

森永 康子 教授 6767  A709 morinagay@ 

湯澤 正通 教授 6773 A702 yuzawa@h 

尾形 明子 准教授 6763 A711 aogata@ 

清水 寿代 准教授 6887 B711 hisayos@ 

中尾 敬 准教授 6760 A815 tnakao@ 

中島 健一郎 准教授 6772 A701 kennakashi@ 

森田 愛子 准教授 6770 A705 amorita@ 

上手 由香 講師 6774 A810 kamite@ 

平川 真 助教 6768 A811 mhirakawa@ 

安部 主晃 助教 6765 A805  

梅村 比丘 助教 6766 A710  

※E-mail アドレスは「@」のあとに、「hiroshima-u.ac.jp」を付けて送信してください。 
※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
 （霞：０８２－２５７－（内線番号４桁）） 
 （東千田：０８２－５４２－（内線番号４桁）） 
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